て、 所々 に津 藤さん と 云う 人物が 出る。 情 知で 金 持で、 

相^す る 二人 を 困 厄の 中から 救い出す。 大抵 津 藤さん 

は 人の 対話の 内に 潜んで いて 形 を 現さない。 それが め 

うめごよみ ちとう 

ずらしく 形 を 現した の は、 梅暦の 千 藤で ある。 千 葉 

の 藤兵衛 である。 

こくらば かま 

当時 小 倉 袴 仲間の 通人が わたくしに 教えて 云った。 

「あれ は摂津 国屋藤 次郎と 云う 実在の 人物 だそう だよ」 

と。 モデ エルと 云う 語 はこう 云う 意味に はま だ 使われ 

ていなかった。 

この 津藤セ 二 ョ オル は 新橋 山城 町の 酒屋の 主人で 

あった。 その 居る 処 から 山城 河岸の 檀那と 呼ばれ、 ま 



なリ やすきょう 

の 代が 斉泰 卿の 代に 改まる 直前で ある。 上 杉 家 は 

だんじょうの たいひつ なりさだ あきの かみなり かた 

弾 正大 弼斉 定、 浅 野 家 は 安芸 守斉 賢の 代で ある。 

父 伊兵衛 は 恐らく は 帳簿と 書 出と にし か 文字 を 書い 

たこと は あるまい。 然るに 竜 池 は秦星 池を師 として 手 

やよい あん ひな まろ ひなかめ 

習 をした。 狂歌 は 初代 弥生 庵 雛 麿の 門人で 雛 亀と 称し、 

晚 年に は 桃の 本鶴廬 また 源 仙と 云った。 また 俳諧 を も 

して 仙塢と 号した。 

父 伊兵衛 は 恐らく は 遊 所に 足 を 入れなかった であろ 

ぎろう 

う。 然るに 竜 池 は 劇場に 往き、 妓楼に 往 つた。 竜 池 は 

中 村、 巿村、 森 田の 三 座に 見物に 往く 毎に、 名& 役者 

を 茶屋に 呼んで 杯 を 取らせた。 妓楼 は 深 川、 吉 原を始 



渓の 画が 揷 ん であった。 

文政 五 年に 竜 池の 妻が 男子 を 生んだ。 これ は 摂津国 

おさなな ねの すけ うま 

屋の 嗣子で、 小字 を 子 之 助と 云った。 文政 五 年 は 午で 

あるので、 俗習に 循 つて、 それから 七つ 目の 子 を 以て 

〔# 「以て」 は 底本で は 「似て 匕 名と なした ので ある。 一 一 

しゅつらん ほまれ 

代目津 藤と して 出藍 の 誉を いかがわしい 境に 馳 せた 

香 以散人 はこの 子 之 助で ある。 

わたくしが 香 以の名 を 聞いた の は、 彼 人情本に よつ 



医業 をして いたが、 それ を 廃め てわたく しと 同居し よ 

うとお もった。 そして 日々 家 を 捜して 歩いた。 その 時 

この 家 は 眺望の かい 家と して 父の 目に止まった。 

そばみち 

団子 坂 上から 南して 根津 権現の 裏門に 出る 蛆 道に 似 

こみち やぶした いわゆる 

た 小径が ある。 これ を 藪 下の 道と 云う。 そして 所謂 藪 

下の 人家 は、 当時 根津の 社に 近く、 この 道の 東側の み 

を 占めて いた。 これに 反して 団子 坂に 近い 処に は、 道 

の 東側に 人家が 無く、 道 は 崖の 上 を 横切って いた。 こ 

いたぶき 

の 家の 前身 は 小径 を 隔て て その 崖に 臨んだ 板葺の 小 家 

であった。 

む > ^ うが お か 

崖の 上 は 向 岡から 王子に 連る 丘陵で ある。 そして 



過半 を 失って、 西の 隅に 片寄って いる。 

父 はわた くし を，. 誘って 崖の 上へ 見せに 往 つた。 わ 

たくし はこの 崖 を もこの 小 家 を も 兼て 知ってい たが、 

まだ 父 程に 心 を 留めて は 見なかった ので ある。 眺望 は 

好い。 家は巿 隠の 居処 とも 謂うべき 家で ある。 そして 

窓の 竹 格子の 裡には 綺麗な 比丘尼が いた。 比丘尼 はも 

おうな 

う 五十 を 越して いたであろう。 もし 媼をも 美人と 称 

する ことが 出来るなら、 この 比丘尼 は 美人で あつたと 

云いたい。 

父 はわた くしの 同意 を 得てから、 この 家 を 買おうと 

して、 家の 持主の 誰なる か を 問う ことにした。 団子 坂 



うで ある。 董斎は 董其昌 風の 書を以 つて 名 を 得た 人で、 

本 石 町 塩 河岸に 住んで いた。 

子 之 助が 生れてから 人と 成る までの 間に は、 年月 を 

つまびら か 

詳 にすべき 事実が 甚だ 少ぃ。 文政 六 年に は 父 竜 池 

ま.. こ まじめ 

の 師秦星 池が 六十 一歳で 歿した。 子 之 助が 甫てニ 歳 

の 時で ある。 八 年 七月 二十 九日に は 祖父 伊兵衛の 妻が 

ほうし だいし 

歿した。 法 諡を臨 照 院相誉 迎月大 姉と 云う。 子 之 助が 

そまび と 

四 歳の 時で ある。 十一 年に は 父の 友楚満 人が 狂 訓亭春 

水と 号した。 子 之 助が 七 歳の 時で ある。 

父 竜 池が この頃の 友に は、 春 水、 良 斎、 北渓 よりし 

なお もろ もち すわち よう ちく さあん 

て 外、 猶勝田 諸 持が あった。 詉訪 町の 狂歌 師千種 庵川 



うえす ぎだん じょうの たいひつな リのリ 

通の 上 杉 弾 正大 弼斉憲 〔# ルビの 「だんじょう」 は 底本 

では 「だんじ ゆう 匕 の 奥に 仕えて いた。 竜 池 は 尋で三 

十 間 堀 住の 十 人 衆 三 村 清左衛 門の 分家、 竹 川 町の 鳥 羽 

屋三村 清吉の 姉す み を： i れて 後妻と し、 同時に 山 王 町 

しよ-つ 

に 別宅 を 構えて 妾 を 置いた。 

い くば く まさけ いへき 

未だ 幾 ならぬ に、 竜 池 は 将に刑 辟に 触れむ として 

わずか じょうし 

纔に 免れた。 これ は 女郎 買 案内 を 作って 上梓し、 知 

友の 間に 頒 つた 事が 町奉行の 耳に 入った ので ある。 

さいわい ひそか 

頼に 加賀 町の 名主 田 中 平 四郎が これ を 知って、 密 

おく びほう 

に 竜 池に 告げた。 竜 池 は 急に 諸 役人に 金を餽 つて 弥縫 

つかわ ゆうしよ がよ い 

し、 妾に 暇 を 遣し、 別宅 を 売り、 遊 所 通 を 止めた。 



あった。 紫 玉 は 後の 正伝 節 家元 春 富士、 乙 芽 は 後の 冬 

映で ある。 

六 

竜 池の 水引 を 掛けた 祝儀 は 壮観で はあって も、 費す 

所 は 甚だ 多き に 至らなかった。 これに 反して 子 之 助 は、 

あ. 1 こ 

人に 界 うる 物に 種々 の 趣向 を 凝らし、 その ffi の 高下 を 

問わなかった。 丸 利、 丸 上、 山田屋 等の 袋物 店に 払う 

ばくた，. I* ころも 力え 

紙 入、 煙草 入の 代 は 莫大であった。 既にして 更衣の 

ひとえ あわせ 

節と なった。 子 之 助 は 単 羽織と 袷と を 遊 所に 持て 来 



この 年 七月 十三 日に 牢死した。 これ も 間接に 山城 河岸 

き き な， R だち 

の 父子 をして 忌諱 を 知らし むる 媒 となった であろう _ 

これから 安政 三年に 至る までの 間に は 記すべき 事が 

少ぃ。 姑く 二三の 消息 を 注 すれば、 先ず 天 保 十四 年 

に 河原 崎 座が、 先に 移った 中 村、 巿村両 座と 共に 

さる わかちよう しば しんす け 

猿 若 町に 移って、 勝 諺 蔵が 立 作者 柴晋 助と なった。 

芝 宇田川 町に いたから である。 河 竹 新 七の 名は暫 らく 

立って から、 三代 目 桜 田 治 助の 勧に 依って 襲いだ。 嘉 

永 元年 六月 二十 七日に、 子 之 助の 祖父 伊兵衛が 七十 余 

ほうし 

歳で 歿した。 法諡 は繁誉 宝寿徳 昌善士 である。 墓 は 願 

せんえい 

行 寺 先塋の 中に ある。 竜 池の 師、 静廬 もこの 年 八十 三 



じゅ あみどん ちょう 

歳で 歿した。 寿 阿弥 曇裔の 歿した の も 同年で ある。 寿 

阿弥と 竜 池 父子と は 相識で はあった だろう が、 その 

まじわり いかん つまびら か 

交 の 奈何 を 詳 にしない。 しかし 後に 子 之 助 は 清 

浄 光寺から 寿 阿弥 号 を 受け て 、 間接に 真 志屋の 阿弥 号 

を 襲いだ ので ある。 三年に 竜 池の 友 諸 持が 都 派 を 脱し 

て 宇治 紫 文と 称した。 安政 元年に 竜 池 父子の 貝 頭 肩に し 

た 八 代 目 団十郎 が 自刃した。 二 年 は 地震の 年で ある。 

江戸 遊 所の 不景気 は 未曾有で、 封 E 間 は 露肆に 天麩羅 を 

よしず ぱリ かんざけ ひさ 

売リ、 町 芸妓 は 葭簀 張 にお でん 燜 酒を鬻 いだそう であ 

うるお 

る。 山城 河岸の 雨露 はこれ を 霑し尽 す ことが 出来な 

か つたであろう。 



し 女房 も 岳父 もた だ 手を束ねて 傍 看す る 外 無 か つ た。 

王侯 貴人が 往々 文芸の 士を羅 致して、 声 威 を 張り 儀 

容を 飾る 具と なすよう に、 藤 次郎は 俳諧師、 狂歌 師、 

狂言 作者、 書家、 彫工、 画工と 交って、 その 多数 を 待 

つ こと ほとんど 封 E 間と 択ぶ ことが 無 か つ た。 父 竜 池 は 

毎に 狂歌 を 弄 ん だが、 藤次郎 はこれ に反して 主に 俳 

諧に 遊んだ。 その 友 を 集えた 席 は、 長 谷川 町の 梅の 家、 

よろずち よう かしわ" きて い 

万 町 の 柏木 亭等 であった。 

藤 次 郎は子 之 助 時代に 鯉 角と 号し、 一 に李蠖 とも 署 

していた が、 家 を 継いだ 後、 関き 山から 梅の 本の 称 を 

しんえ いき 

受け、 更に 晋永 機に 普の 字 を 貰い、 自ら 香以と 号し、 



ふさと 改めた。 これ は 仲の 町の 引手 茶屋 駿河屋 とくの 

抱 鶴が 引かせられ たより 前の 事で ある。 

家に いての 香以の 生活 は 余り 贅沢ではなかった。 料 

みなみな ベ ちょう かばやき 

理は 不断 南 鍋 町の 伊勢 勘から 取った。 蒲 焼が 好で、 

ちそ * つ 

尾 張屋、 喜 多 川が 常に 出入した。 特に 人に 馳走 をす る 

時な ど は、 大抵 数寄屋 町の 島 村 半 七 方へ 住った。 香以 

を 得意の 檀那と していた 駕籠 屋は 銀座の 横町に ある 方 

ふ みづ か い 

角と 云う 家で、 郵便の ない 当時の 文 使に 毎日 二人ず 

つの 輿 丁が 摂津 国屋に 詰めていた。 

濃紫が 家に 来た 後 も、 香 以の吉 原 通 は 息まなかった。 

とうしょく つら えんせき 

遊に 慣れた もの は 燈燭 を 列ね た 筵 席の 趣味 を 忘る る 



と 云う 昼 三 がいた。 花鳥 は 恐るべき 経歴 を 有して い 

た。 ある 時 は 人の 囲い ものと なって いて 情夫と 密会し、 

いとま 

暇 を 取る 日に 及んで、 手 切 金 を 強請した。 ある 時 は 

しょう ふしど 

支度金 を 取って 諸侯の 妾に 住み込み、 故意に 臥所に 

溺 して 暇に なった。 そして その 姿態 は妖艷 であった。 

花鳥 は 廊下で 香以に 逢う ごとに 秋：^ を 送った。 ある 

ゆうべ みょうだい どこ ひと リぶリ よう 

夕 小 稲が 名代 床 へ 住って、 香以が 独 無聊に 苦ん で 

いると、 花鳥の 使に 禿が 来た。 香以 はう つか リ 花鳥 

の 術中に 陥った。 

おおびけ すぎ 

数日の 後であった。 大引 過の 夜 は 寂と していた。 香 

ふ たち ま 

以は約 を 履んで 花鳥の 屛 虱の 中に 入った。 忽ち 屛風 



レ くばく 4p た-り 

幾何の 利益 を も 齎 さなか つ た。 

これに 反して ぎ 謂 庵室 は 昔 馴染の 芸人 等の 遊 所と 

おなじく 

なった。 俳優 中で は巿川 新車、 同 巿蔵、 同 九 蔵、 板 

かきつ 

東 家 橘 等が 常の 客であった。 新車 は 後の 門 之 助、 家 橘 

は 後の 五代 目 菊 五郎で ある。 香 以は今 芸人 等と 対等の 

交際 をす る 身の上に なって、 祝儀と 云う もの は 出さぬ 

きょう いささか よ 

が、 これに 饗する 酒 飯の 価 は 聊 の 売文 銭の 能く 償 

う 所ではなかった。 # 時 頃からの 事 か 知らぬ が、 香以 

ぜん さい しおから 

の 家の 客に は 必ず 膳が 据えられ、 菜 は 塩辛な ど 一 二 品 

に 過ぎぬ が、 膳の 一隅に は 必ず 小い 紙 包が 置いて あつ 

た。 それに は 二分 金が はいって いたそう である。 香以 



せて 香以を 慰めた。 またた まに は 便船して 自ら 訪 うこ 

ともあった。 当時 この 人々 は 濃紫のお ふさが 木綿 著 物 

たす き 

に襻を 掛けて、 かいがいしく 立ち働く の を 見て 感心 

したそう である。 「針 持って 遊女 老いけ リ 雨の 月」 は 

香 以が実 境の 句であった。 

ある 日 天気が 好くて 海が 穏 なので、 香以は 浜辺に 

出て いた。 そこへ 一隻の 舟が 著いて、 中から 江戸の 相 

撲が 大勢 出た。 香以が 物め ずらし さに 顔 を 見る と、 小 

しる ひと うなず 

結 以上の 知人 もいた。 相撲 は 香 以を認 むる や 否や 頷 

き 合って 進み 寄って、 砂の 上に 平伏した。 「これ はこ 

ごきげん よろ ごとう リ ゆう 

れは、 河 3 一 干の 擅那、 御機嫌 宜し ゆう、 こちらに 御 逗留 



山 は 援，. を 茶弘に 求めた。 茶弘は 新橋 界隈に 幅 を 利か 

きょうかく 

せて いた 侠客で、 花 山が 親分と して 戴いて いたので 

ある。 

茶 弘は花 山の 請 を容れ た。 筵 会の 場所 は 自分の 繩張 

まさ 

の 内で ある。 単身 これに 赴いて 将に 屈辱 を 受けん とし 

ている もの は 自分の 子分で ある。 この 請 を容れ ぬわけ 

に は 行かない。 しかし 何の 手段 を 以て これ を 救おう か。 

茶弘 はこう 考えて、 最も 簡易な 買収の 法 を 取った。 後 

藤の 取 巻 一 同に は 茶弘の 祝儀 包が 配られた。 

なげう ののし 

紫 玉 は 包 を 座 上に 抛 つ て 茶弘を 罵 つ た。 後藤が 折 

角の 催 もこの 殺風景の ために 興 を 破られて 客 は 程なく 



値の 高い 水に 砂 吐く 蜆 かな 

地に 著かぬ 中ぞ 長閑け き 舞 ふ 木 葉 

自像 

えどが つ を 

花に 売る 一 本物 や江 戸 鰹 

じ，， J う 

自傲 

霧 晴て皆 こちら 向く 山の なり 

さむ かわ 

寒 川 

あちきり 

鰺 切の 鈍く も 光る 寒さ かな 

所思 

わび ぬれば 河豚 を 見棄 てて 菜 大根 

色. S 

き 奪 



おの あ やれば せう 

己れ にも 厭きての 上 か 破 芭蕉 

明治 四 年 十月 十日の 事で ある。 親戚の 営むべき 一 周 

こうむ 

忌に わざと 一 月遅れて、 昔 香 以の恩 蔭 を 被 つた 人々 が、 

団子 坂の 小倉是 阿弥の 家に 集まって 旧 を 話し、 打 連れ 

て 墓に 詣 でた。 諸 持、 鶴 寿、 花 雪、 交 山 は 死して 既に 

とラさ S, 

久しく、 書家 董 斎の 如き は、 香以と 同じ年の 四月に 死 

かのう あんせん きかく どう 

んで いる。 狩野晏 川、 河 竹 新 七、 其 角 堂 永 機、 竺仙、 

むれ うち 

紫 玉、 善 孝 等 はこの 群の 中に いた。 

此 墓の 落葉む かしの 小判 哉 永 機 

ちょう らく 

香以去 後に 凋落 して 行く 遊 仲間の さま を 示さむ が 

ために、 此に 二三の 人の 歿年を 列記す る。 為山 は 明治 



かかって 来る に、 尋 ぬる 墓表 は 見附から なかった。 

たち ま おさなご 

忽ち 穉 子の 笑う 声が したので、 わたくし は 振り向 

いて 見た。 顔容の 美く しい 女が 子 を 抱いて たたずん 

で、 わたくしの 墓表の 文字 を 読んで 歩く の を 見て いた。 

わたくし は 捜索 を 中止して、 「あなた はお 寺の 方で 

すか」 と 問うた。 

たずね 

「はい。 どなたのお 墓 をお 尋 なさい ますので すご 女 

の i 音 は 顔色と 共に はればれと していて、 陰鬱なる 周 

囲の 光景に は 調和して いなか つ た。 

「摂津 国屋と 云う ものです。 苗字 はさいきでしょう 

かご 魯 文の 記事に は 「さいき」 とも 「ほそき」 とも 滂 



て 一 度 香以の 苗字 を 「ほそき」 と訓 むこと として、 こ 

の 稿を排 印に 付した。 しかし 彼 香以と 親しかった 竺仙 

なお 

が 「さいき」 と 書す る を 見て、 猶 「さいき」 と 正し か 

るべき を 思った。 

わたくし は 香 以の裔 の 芝に いる 女の 名 を 問い その 夫 

の 名 を もた しかめようと 思った が、 二人共 何 一 つ 知ら 

なかった。 

ただ 媼が こんな 事 を 言った。 「大 そうお 金 持 だ つ た 

そうで ございま すね。 あの 時 本の少し ばかりで^; いか 

ら、 お金が 残して 置いて 貰われ たらと、 いつもそう 

おつし 

W やい ます。 」 



十五 

ちゅうせき かじ まやせ いべえ 

疇 昔 の 日 わたくし は 鹿嶋屋 清兵衛 さんの 逸事に 本 

あら. P 

づ いて、 「百 物語」 を 著した。 文中 わたくしの 鹿嶋屋 

を 斥す 詞に、 やや 論讃に 類す る ものが あった 時、 一 の 

つまびら か 

批評家が わたくしの 「僭越」 を 責めた。 その 詳 なる 

こと は 今 わたくしの 記憶に 存せ ぬが、 彼 批評家に は必 

ひもと 

ず や 文集が あるべく、 これ を繙 いたら、 百 物語 評を検 

出す る こと もまた 容易であろう。 

鹿 嶋屋は 「大尽」 である。 寒 生の わたくし がその 境 

うかが こつが い きんど 

界を 窺い知る こと を 得ぬ の は、 乞丐が 帝王の 襟度 を 



さん も婢 がた めに は 皆 野暮な お 客で ある。 貸 座敷の 高 

うち ぬ ひ ぞうかく 

楼大厦 とその 中に ある 奴婢 臧 獲と は、 おいらん を 奉 承 

し 装飾す る 所以の 具で、 貸 座敷の 主人 はいかに 色 を 

壮 にし 威 を 振う とも 此 等の 雑 輩に 長た る ものに 過ぎ 

ない。 

婢の 思量 感懐 は 悉 くお いらん を 中心として 発動し 

ている。 婢の目 を 以て 視れ ば、 吉原は 文、 吉原 以外 は 

野、 吉原は 華、 吉原 以外 は #; である。 それ は吉 原が お 

いらん のい ます レジ ダンス だからで ある。 

「よしや、 何 かお 話 をして おくれ」 と 弟が 云う。 よし 

は婢の 名であった。 



人生の 評価 は千殊 万別で ある。 仏 も 王と すべく、 魔 

も 王と すべきで ある。 大尽 王 香以、 清 兵衛を 立つ ると 

ざんげ 

き は、 微塵 数の パル ヴニ ユウ は 皆 守銭奴と なって 懺悔 

し、 おいらん 王 を 立つ ると き は、 貞婦 烈女 も 賢妻 良 母 

も 皆 わけ しらず の おぼこと な つ て 首 を 挽る るであろう _ 

名僧 智識の 宗教家 王た るべき が 如く、 小説家 王た る 

せきがく たいじゅ 

べき もの もあろう。 碩学 大儒 の 哲学者 王た るべき が 如 

く、 批評家 王た るべき もの もあろう。 出版業者 王た る 

べき もの もあろう。 新聞 経営者 王た るべき もの も あろ 

う。 人生の 評価 は千殊 万別で ある。 

わたくし は 伊沢 蘭 軒、 渋 江 抽斎を 伝した 後、 たまた 



せんさい 

ま 来って この 細 木 香以を 伝した。 ※才 〔# 「車+ 全」、 

583-2 わたくしの 如き ものが 敢て文 を 作れば、 その 選 

つとめ わた 

ぶ 所の 対象の 何たる を 問わず、 また 努て 論評に 渉る 

こと を 避く るに 拘ら ず、 僭越 は 免れざる 所で ある。 

(大正 六 年 九 • 十月) 



そうそつ 

右の 細 木 香 以伝は 匆卒に 稿 を 起した ので、 多少の 



ごび s 



g 謬 を 免れなかった。 わたくし は此 にこれ を 訂正して 



した 美麗な 巻で、 一 勇 斎 国芳の 門人 国 友の 挿画 数十 枚 

が 入って いる。 

お つぼう 

この 游は 安政 二 年 乙 卯 四月 六日に 家 を 発し、 五日 間 

の 旅 をして 帰った ものである。 巻首に 「きのとの 卯と 

いへ ると し、 同じ 月始の 六日」 と 云って ある。 また 卷 

末に 添えられた 六 山 寅の 七 古の 狂詩に、 「四海 安政 乙 

卯年」 「袷 衣 四月 毎日 楽」 「往来 五日 道中 穏」 等の 句が 

お つぼう 

ある。 乙 卯 は 冬 大地震の あった 年で ある。 

巻 中に 名 を 烈して いる 一行 は 洒落 翁、 国 朝、 仙 鶴、 

宗理、 仙廬 (晴閑 斎)、 経栄、 小 三次 (鳥 羽)、 国 友、 

鳶常、 仙窩、 料 虎、 按幸 (按摩 幸 助)、 以上 十二 人で あ 



る。 洒落 翁 は 竜 池であろう。 この 中に 伊三郎が いた そ 

つまびら か おやじ 

うで あるが、 その 号 を 詳 にしない。 香以は 「親爺の 

供 をして は 幅が利か ぬから 御免 だ」 と 云って 往 かな 

か つたそう である。 

一行が 帰る とき 迎えに 出た 人々 は、 香以、 雁 伍 (石 

川甫淳 )、 余 瓶、 以白、 集 雨 (玄々 真人) 以上 五 人で あ 

る。 

に ま 

「巣へ もどる 親 まつ 鳩の もろ 音 哉。 香 以。」 

跋文 は 香以が 自ら 草して いる。 その他 数人の 歌 俳 及 

古今 体 狂詩が 添えて ある。 

按ずる に 乙 卯 は 竜 池の 歿する 前年で、 香以は 三十 四 



る こと は 伝に 見えて いた。 是 仏の 俗称 は 斎 藤 権 右衛門 

であった」 と 云う ので ある。 わたくし はこれ を 聞いて 

始て是 仏の 狩谷矩 之の 生 父なる こと を 知った。 斎 藤 権 

右衛門に は 三 子が あった。 長 を 権 之 助と いう。 是が四 

世 清 元 延寿 太夫で ある。 諸 書に この 人の 俗称 を 源 之 助 

と 書して あるが、 あるいは 後に 改めた もの か。 仲 は 狩 

谷 三 平 懐 之 (被 斎 望 之の 実子) の 養子 三 右衛門 矩 之で 

ある。 季が 父の 称 を 襲いで 権 右衛門と 云い、 質 店の 主 

人と なった と 云う。 

梅 本 氏 はまた 香以の 今一 人の 友 小倉是 阿弥の 事 を 

語った。 「是 阿弥 は 高木 氏で、 小 倉 は その 屋号であった。 



(大正 六 年 九月 I 十月) 
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